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絶
に
、
我
凌
に
は
未
だ
国
。
ｇ
ご
昌
冒
に
於
て
受
身
動
詞
朔
一
群
二
筒
を
形
成
す
る
免
二
禰
川
動
訓
を
鰍
文
法
が
如
何
に
帆
て

ゐ
る
か
を
紹
介
す
る
事
が
残
っ
て
ゐ
る
。
北
は
全
開
係
に
於
て
有
益
で
あ
ら
う
。
其
等
は
、
一
方
か
ら
は
、
受
身
・
可
能
机
に
就
て
の
問

題
に
於
け
る
如
く
、
見
解
の
同
じ
雑
色
を
此
鹿
で
熱
す
が
、
他
力
か
ら
は
、
崗
冒
員
日
興
目
に
顛
似
し
て
、
其
等
は
国
。
魚
目
四
目
の
北
等

受
身
動
制
を
凡
て
川
上
杵
通
勤
仙
唾
ミ
、
得
る
、
能
ふ
、
は
複
合
節
二
部
で
あ
る
複
合
動
刺
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
郡
に
驚
く
可
き
一

日
本
諦
励
河
現
亦
昨
形
態
術
八
五
・
二
二
三
九
）

1

ｊ

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
院

第
一
節
欧
文
法
が
閏
①
南
臼
秒
冒
受
身
動
詞
第
一
群
二
箇
構
成
第
二
活
用
動
詞
へ
の
關
係
〔
二
九
瓦
〕

第
九
章
国
。
廟
冒
§
目
受
身
動
詞
第
一
群
二
箇
構
成

第
二
活
用
動
詞
に
就
て
の
欧
文
法
〔
二
九
Ｉ
｜
両
頁
】

や

．=上
『三I

マ
ツ
オ
キ
ヌ

町

義
雄
課
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へ

丈
學
研
究
姉
二
十
六
艸

致
と
表
明
し
て
ゐ
る
と
我
盈
は
兄
る
の
で
あ
る
。

何
よ
り
も
シ
ｍ
貢
）
目
へ
仰
じ
て
、
我
糞
は
彼
に
於
て
は
国
。
寓
目
Ｐ
旨
冒
の
是
等
受
身
動
詞
は
可
能
意
義
を
布
す
る
自

動
洲
で
あ
る
と
云
ふ
事
駐
發
処
す
る
。
ｎ
冊
文
法
に
於
て
彼
は
共
等
に
就
て
次
の
様
膣
・
ら
て
ゐ
る
。
「
次
の
例
誰
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
る
、
動
詞
は
側
だ
の
種
類
》
と
形
成
す
る
。
共
等
は
杵
迩
可
能
力
を
布
す
る
が
、
同
上
動
詞
を
受
．
身
形
と
混
和
し

て
は
、
な
ら
ぬ
（
私
柴
川
附
、
ｚ
・
旨
・
）
。

量
、
偽
ミ
（
鋪
二
折
）
、
切
れ
る
、
蔵
ミ
（
第
一
折
）
、
切
る
、

§
●
偽
ミ
（
第
二
折
）
、
変
れ
る
、
ミ
ー
へ
（
錐
一
活
）
、
壷
る
、

欝
鼠
恥
ミ
（
第
二
活
）
、
兄
え
る
、
、
ミ
ミ
（
第
二
活
）
、
見
る
、

鼬
ざ
偽
ミ
（
第
二
活
）
、
Ⅲ
え
る
、
蔵
言
（
節
一
活
）
、
聞
く
、

騨
睡
ミ
（
第
二
活
）
、
行
け
る
、
鳶
慧
（
第
一
祇
）
、
行
ノ
、
。
，

仙
計
、
の
８
５
２
（
切
れ
る
）
、
の
⑦
く
９
（
胃
（
愛
れ
ろ
）
は
頗
る
正
確
に
電
蔚
ミ
》
ミ
恥
ミ
に
對
唯
す
る
。
例
證
票
恥
ミ
は
、
是
等
動
詞
は

１
Ｊ
』
Ｌ
ｏ
Ｉ

自
動
詞
か
ら
と
も
同
様
、
他
動
詞
か
ら
も
形
成
さ
れ
得
る
事
を
明
示
す
る
」
。
の
彼
は
文
語
文
法
に
於
て
も
、
彼
に
於
て
は
寒
蝿
ミ
、
行

け
る
、
類
の
動
詞
は
自
動
刺
の
此
群
に
含
入
さ
れ
な
い
と
云
ふ
差
異
の
み
を
以
て
殆
ど
同
上
の
事
を
語
っ
て
ゐ
る
。
③

島

第
一
一
節
』
鷺
目
角
二
九
’
二
○
更
】’

Ｉ

八
六
（
三
一
川
○
）

‐

1■■■■ 矼



■■■■■
I

９
画
冒
胃
曽
冒
は
用
冒
扁
冒
凹
冒
亘
の
赴
等
受
身
動
刺
を
凡
て
自
動
詞
と
兄
微
し
て
ゐ
る
。
同
詔
文
法
に
於
て
彼
は
書
い

、

て
ゐ
る
。
「
日
本
詔
に
於
て
は
、
英
研
に
は
迦
柑
受
身
又
は
可
能
の
言
廻
に
課
す
の
が
よ
り
便
利
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
は
元
来
、

動
で
あ
る
動
詞
の
臓
大
な
稚
類
が
存
す
る
。
：
：
か
く
て
、
語
尾
愚
を
恥
ミ
ヘ
愛
史
し
て
第
一
活
朋
他
動
詞
か
ら
形
成
さ
れ

た
第
二
祈
川
口
動
詞
の
多
く
が
存
す
る
（
私
案
川
陥
、
Ｚ
．
こ
・
）
。

他
測
自
動

琴
自
浄
藍
》

琴
＆
語
．
冠
葛
、
》
「
誰
、
ノ
、
」
、

琴
閏
葛
《
』

竜
、
鴎
ミ
》
「
切
る
」
、

き
ぎ
、
苛
苛
ミ
．
「
溶
く
」
、

壁
。
、
ｂ
べ
ふ
、
。
、
．
、
》
・
室
』

「
取
る
」
、

一
へ
》
画
丑
へ
》

差
》
‐
恥
、
心
室
》

一
‐
礎
る
」
、

、
へ
）
廷
ど
ら
色
ｃ
ミ
、
財
、
‐
謹
望

「
談
む
」
。

侭
ミ
に
経
る
、
動
と
ミ
侭
ミ
又
は
司
白
氏
冒
に
総
る
現
在
可
能
と
の
川
の
差
異
は
、
行
鱒
を
遂
行
す
る
物
珈
能
力
は
通
常
如
何
な
る
外

部
意
志
に
も
依
存
せ
ざ
る
が
故
に
、
翁
ミ
に
絶
る
形
は
物
州
能
力
ｌ
《
量
ミ
》
よ
り
も
寧
ろ
《
§
》
を
表
現
す
る
の
に
、
行
鰯
遊
途
打
す
る

Ⅱ
本
語
測
刺
現
在
畔
形
態
論
八
七
（
一
三
四
二

劃

第
三
節
ｓ
冒
騨
冒
古
①
曙
冒
目
【
一
二
○
貢
〕

詞

’

＝



文
畢
研
究
節
二
十
六
艸
八
八
二
二
四
一
こ

道
徳
能
力
は
動
作
群
以
外
に
法
の
許
可
に
依
作
す
る
が
故
に
、
後
荷
は
逝
徳
能
力
ｌ
‐
《
§
『
》
よ
り
も
寧
ろ
《
ミ
畠
》
を
表
現
す
る
の
を
志

す
と
云
ふ
事
に
作
す
る
」
。
③

「
節
二
及
び
筑
三
析
川
に
脇
す
る
動
詞
は
馬
蒼
に
絡
る
自
動
詞
を
形
成
す
る
を
得
な
い
の
で
此
鱒
に
》
●
ミ
恥
ミ
に
経
る
受
身
・
可
能
で

間
に
合
は
せ
る
。
併
し
、
鍵
格
的
に
》
ミ
ミ
「
脱
る
」
、
「
見
る
」
か
ら
形
成
さ
れ
た
ミ
偽
ミ
「
見
え
る
」
を
注
意
せ
よ
。
共
に
は
雪
曾
「
川
く
」

か
ら
形
成
さ
れ
た
蔵
き
駒
ミ
「
聞
え
る
」
が
似
て
ゐ
る
」
・
鋤

弓
の
旨
薗
は
、
Ｑ
昌
冒
言
旨
旨
の
様
に
、
被
検
討
動
詞
を
自
動
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
彼
に
於
て
は
節
二
活
川
、

動
詞
、
鋪
一
柄
川
動
湖
か
ら
形
成
さ
れ
る
節
二
祈
川
可
能
動
詞
、
及
び
共
發
生
に
よ
れ
ば
古
風
受
身
動
刺

で
あ
る
節
二
冊
川
、
動
詞
、
例
へ
ぱ
、
§
侭
ミ
が
自
動
詞
の
同
一
範
唯
に
陥
る
の
で
あ
る
・
の

閃
。
ｍ
の
‐
冒
三
の
切
に
於
て
は
凡
て
是
等
動
詞
は
、
常
に
同
動
的
で
あ
る
可
能
相
動
制
に
見
え
る
。
彼
曰
く
。
「
多
く
の
動

詞
（
偽
§
に
経
ら
ざ
る
）
も
亦
末
尾
農
と
恥
蔦
に
鍵
更
し
て
形
成
さ
れ
る
他
の
可
能
相
を
右
す
る
。
此
可
能
祁
は
術
に

自
動
的
で
あ
り
、
次
の
辿
附
の
場
合
に
於
け
る
と
同
様
、
通
常
自
動
制
と
腱
を
同
等
で
あ
る
（
私
案
川
隔
。
ｚ
・

旨
・
）
、

曽
爾
・
ミ
「
書
け
る
」
（
自
動
）
又
は
「
課
き
得
る
」
、

第
四
節
雪
９
首
》
弱
農
①
‐
旨
］
昂
叩
｝
冒
胃
‐
車
目
の
旨
及
び
讐
唇
の
。
日
【
一
二
○
’
一
五
】

’



藍
》
へ
雫
・
ミ
ー
‐
切
れ
る
」
（
〃
）
又
陸
ｌ
切
り
得
る
」
、
．

‘
ご
奇
・
ミ
「
群
け
る
」
（
〃
）
又
は
「
溶
け
得
る
」
、

ご
蔦
・
ミ
「
取
れ
る
‐
一
（
〃
）
又
は
「
取
り
得
る
」
、

ミ
ミ
●
薫
｜
‐
』
鯉
れ
る
」
（
〃
）
叉
は
「
蜜
り
得
る
」
、
・

さ
鴬
嚥
・
ミ
「
液
め
る
」
（
〃
）
叉
は
「
読
み
得
る
一
・
㈹

ら

て
Ｌ

「
動
測
§
・
ミ
「
見
る
」
及
び
竜
言
「
州
く
」
は
愛
格
的
に
自
動
可
能
動
詞
、
特
に
、
、
ミ
侭
・
ミ
及
び
蓉
曾
雨
・
ミ
を
形
成
す

る
」
（
私
案
間
隔
、
ｚ
，
三
・
）
・
の

同
じ
概
軸
を
冨
胃
‐
ｇ
く
周
冒
も
遜
守
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
動
詞
の
所
訓
可
能
形
は
査
際
峻
盈
可

能
意
義
を
有
す
る
自
動
刺
で
あ
る
」
（
私
案
川
陥
、
ｚ
・
冨
・
）
。
③

段
三
ｍ
。
日
は
幾
分
異
る
槻
鮎
を
保
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
、
例
へ
ぱ
、
助
勤
刺
ミ
、
祭
の
助
力
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
竜
曹
曹
ミ
、
川
ゆ
ぢ
、

ｌ
迂
曹
、
川
く
、
ミ
ミ
震
、
群
く
る
、
ｌ
ご
雷
、
溶
く
、
等
の
如
く
耐
、
動
訓
、
又
は
、
彼
が
言
ふ
様
に
、
他
動
制
の

、
動
形
、
そ
し
て
鯰
ミ
形
に
於
け
る
川
じ
ミ
『
《
の
助
力
に
よ
り
鋪
一
析
川
動
詞
か
ら
形
成
さ
れ
る
ご
奄
髄
ミ
類
に
於
け
る
可

グ

能
動
詞
と
を
韮
別
し
て
ゐ
る
耐

‐
‐
’
四
一
画
●
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
，
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

日
本
語
鋤
河
現
在
昨
形
態
祢

第
五
節
厨
晶
①
と
国
由
昌
ロ
ニ
ー
’
二
亜
】

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
４
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐

▲

八
九
（
三
一
凹
三
）

ヤ
〆



丈
學
研
究
姉
二
十
六
鮴
’
九
○
（
一
三
四
川
）

冒
侭
の
に
あ
っ
て
は
目
ｓ
胃
冒
縄
目
節
一
の
二
群
の
Ｍ
一
堂
身
動
制
は
自
動
的
で
あ
る
が
、
第
二
は
可
能
的
な
の
で

あ
る
。
９
四
号
日
冒
冒
に
よ
る
鎚
一
椚
川
、
勤
荊
は
彼
に
あ
っ
て
は
、
例
へ
ば
、
亀
ミ
億
ミ
ー
饗
§
雪
．
富
§
鳶
ミ
ー
ミ
昏
曾
等
の

如
く
、
９
個
且
）
の
烏
旨
に
よ
る
第
一
活
川
他
動
制
に
對
唯
す
る
動
詞
な
の
で
あ
る
耐
旨
ご
ミ
、
建
て
る
、
園
（
葛
）
、
ミ
、
辿
へ
る
、

等
の
類
に
於
け
る
Ｑ
国
一
三
一
〕
貝
目
。
第
一
活
川
動
詞
か
ら
の
み
形
成
さ
れ
る
可
能
相
動
詞
は
可
能
的
な
の
で
あ
る
閥

動
詞
§
蝿
ミ
を
彼
は
短
縮
叩
能
形
と
兇
倣
し
、
動
湖
迂
き
ぃ
ミ
を
愛
格
可
能
形
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
閲
可
能
動
詞
に
關
聯
し
て
彼
は

注
意
し
て
ゐ
る
。
「
可
能
形
は
、
前
描
例
證
か
ら
生
す
る
様
に
、
ｎ
動
的
で
あ
る
」
耐

特
殊
叩
能
州
濫
兼
別
す
る
冒
晨
峰
例
へ
ぼ
、
冒
曾
ｌ
曾
曾
ミ
ゞ
』
層
ゞ
ｌ
蕊
冒
ミ
等
の
如
く
、
、
農
を
単
一
（
子
薔
）
語
幹
へ
添

加
す
る
Ｑ
】
四
日
一
）
ｏ
曽
冒
第
一
稲
川
動
詞
か
ら
形
成
さ
れ
る
可
能
動
詞
を
此
相
の
動
詞
と
見
徹
し
て
ゐ
る
樹
動
詞
菖
蝿
ミ
及

び
奄
曾
、
§
に
就
て
彼
は
、
受
身
意
錠
の
外
に
、
共
等
は
可
能
意
義
を
有
す
る
と
語
っ
て
ゐ
る
耐

９
昌
脚
具
文
法
は
我
共
に
關
係
す
る
動
訓
に
就
て
次
の
様
に
書
い
て
ゐ
る
。
「
可
能
机
形
成
に
對
し
て
用
を
す
る
川
上
動
詞
恥
ミ
、
能

ふ
、
得
る
、
は
他
動
か
ら
出
た
向
動
叉
は
再
肺
動
制
又
は
自
動
か
ら
川
た
他
動
詞
の
得
取
に
對
し
て
も
亦
川
を
す
る
が
、

遥
に
圧
格
的
に
で
な
く
そ
し
て
意
味
の
少
し
し
か
読
明
し
得
な
い
氣
儘
を
以
て
す
る
の
で
あ
る

（
私
案
間
隔
、
Ｚ
．
ｚ
・
）
。

卜

第
六
節
ｇ
員
煙
昌
と
冒
冨
ロ
ニ
ニ
、
】

１
１
１
１
１
１
－
１
－
１
１
１
１
１
１
１
１
斤
１
１
１

１
１
１
１
１
１

～



－

例
祇
、
言
冒
、
⑮
滝
！
、

尋
富
浄
恥
苫
、

沸
け
る
、

１
く
。
↑

↑

一

Ｊ

ｐ

呑
琴
．
蓋
も
、

切
れ
る
、

切
る
、

尋
』
、
，
Ｑ
、
蓑

附
け
る
、
亀
言
、
‐
１
、

ｖ

局
琴
α
》
心
室
、
Ｍ
ノ
、

豊
尋
員
浄
撞
℃
１
汕
Ｊ
、

Ⅷ
川
く
亀
曽
苛
ミ
、
開
け
る
、

折
る
、
（
画
、
）
弓
●
ミ
、
折
れ
る
、

℃

（
己
）
。
》
・
重

ｑ

匂
亘
。
（
舞
珂
）
蝿
ミ
．
揃
へ
る
、
匂
ミ
。
（
ロ
ー
《
、
揃
ふ
ゞ

、
、
立
て
る
、
ミ
ミ
ヘ

立
つ
、

琿
邑
へ
喰
菅
誼

、
皇
云
竜
べ
へ
、
、

焼
く
、

腎
函
琴
魚
》
‐
蓋

焼
け
る
、

芝
ミ
ご
見
る
、
、
ミ
ミ
ベ
ヘ
、

見
え
る
、

■
』
可

浄
、
洋
室
、
１
Ｊ
、
、
加
叩
坐
え
》
匂
」
○
ｍ

琴
』
尋
○
ｍ
、
●
ミ

ｍ
ｍ
Ｎ
〃
岨
、

昏
胃
式
、
．
及
び
ミ
に
ミ
、
闘
れ
る
，
”

Ｉ
ミ
ミ
唾
ミ
、
識
め
る
、
、
ミ
民
ミ
、
兄
え
る
、
心

ノ

、
き
、
得
る
、
能
ふ
、
の
助
力
に
よ
り
其
等
を
形
成
し
て
ゐ
る
。

陣
己
昌
９
，
に
於
て
は
我
凌
の
考
究
す
る
動
刺
は
、
彼
が

ｎ
本
柵
蜘
列
現
在
昨
形
態
論

第
七
節
讐
］
旨
ぢ
ぐ
と
ぎ
函
冒
の
①
『
国
二
二
’
三
瓦
】

可

じ
じ

、
Ｇ
Ｉ
Ｉ

よ
’
Ｉ

や

つ
，
ｃ
Ｎ
日
。
ぬ
い
庁
①
骨
．
『
〕
〕
ご
と
呼
ぶ
可
能

九
一
二
二
川
五
）

の
様
な
動
詞
を
可
能
机
へ
關
係
さ
せ
て
動
訓

4
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文
際
研
究
節
二
十
六
鮴

關
係
さ
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
、
例
へ
ぱ
、
騨
恥
ミ
、
行
け
る
、

か
ょ
る
動
詞
は
此
相
動
詞
と
見
え
る
耐
．

Ｏ

ロ
．
冒
己
国
の
①
く
は
此
州
を
巾
、
、
動
又
は
可

ろ
。
⑳此

粗
略
要
兜
か
ら
、
目
。
冒
二
巴
旨
に
於
て
は
受
身
動
湖
第
一
及
び
第
二
群
を
勝
成
す
る
第
二
活
川
動
詞
を
職
文
法
が
如
何
に
扱

ｊ

う

ふ
か
が
充
分
明
白
に
解
る
。
是
等
動
詞
の
節
一
群
へ
は
一
元
來
可
能
和
動
詞
、
二
其
現
在
時
絡
結
形
が
第
一
活
用

く

く

う

●

對
雌
他
動
詞
の
同
じ
時
制
の
経
紬
。
限
定
形
と
伺
一
な
る
第
二
折
用
自
動
詞
、
そ
し
て
三
ミ
ぎ
へ
》
、
、
ミ
ミ
悪

く

（
口
語
§
侭
ミ
）
瀬
の
、
共
際
共
等
の
或
者
を
、
例
へ
ば
．
令
弓
冬
、
折
れ
、
今
ミ
嚥
》
、
煮
え
、
の
如
き
、
彼
は
、
成
程
、
括
弧
に
入
れ
て

自
動
詞
と
呼
ん
で
ゐ
る
合
一
母
音
無
き
接
足
跡
‐
苧
の
助
力
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
發
生
に
よ
れ
ば
古
風
受
身
動
河
で

あ
る
箙
二
活
用
自
動
詞
が
入
る
と
云
ふ
事
を
我
堂
は
知
る
の
で
あ
る
。
節
二
群
へ
は
合
一
母
一
昔
と
接
尾
僻
当
‐
の
手
段

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
古
風
受
身
動
詞
が
平
ら
入
る
。
換
需
す
れ
ば
、
国
ｃ
胃
日
日
目
受
身
動
湖
の
是
等
二
群
は
様
変
の

形
態
構
造
の
動
詞
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

岸

第
八
節
禺
○
罵
言
目
屋
受
身
動
詞
第
一
及
び
第
二
群
を
構
成
す
る
第
二
活
用
動
詞

へ
の
欧
文
法
が
關
係
に
就
て
若
干
の
註
解
【
一
二
三
ｌ
川
亜
】

I

上
じ

、
Ｕ
０
１

望
－
１

九
二
（
三
一
四
六
）

ご
逗
侭
ミ
、
戒
め
る
、
重
き
蕊
ミ
、
剛
え
る
、
ミ
儲
ミ
、
壷
れ
Ｚ
．
等
の
様
に
、

●

●

．

●

●

・

・

・

●

．

●

●

一

雨

．

●

●

●

●

●

．

●

●

●

●

●

●

唇

●

●

●

●

●

●

●

塵

●

●

●

●

．

』

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

１

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

６

ワ

、

・

翻

冒

。

畔

ご

》

、

ロ

と

呼

ん

で

共

へ

同

じ

動

湖

を

附

係

さ

せ

て

ゐ

１
１
１
‐
－
ｐ
ｐ
■
ロ
ロ
■
■
■
日
亘
一
二
一
ｒ
Ｄ
日
■
■
■
■
。
■
■
■
。
．
■
Ｉ
■
！
■
Ｉ
ｒ
日
日
■
８
１
■
ｂ
司
４
口



ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

併
し
、
引
川
し
、
た
杵
者
達
の
殆
ど
誰
も
が
ｗ
率
等
動
仙
の
形
態
附
造
に
於
て
何
等
差
別
を
認
め
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
陦
さ
旨
》

、
冨
冒
胃
烏
曽
》
二
『
の
目
前
及
び
ご
稗
、
‐
Ｃ
Ｏ
扇
冒
は
凡
て
延
等
動
制
を
可
能
意
義
を
有
す
る
自
・
動
制
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
。

戸
。
い
の
‐
旨
〕
①
の
は
其
等
を
常
に
自
動
的
で
あ
る
可
能
州
動
制
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
。
ｍ
§
ぃ
。
目
と
眉
目
、
①
と
に
於
て
は
北

等
勤
例
の
一
は
自
動
的
で
あ
り
、
他
は
可
能
的
で
あ
り
、
其
際
、
冒
巨
鴨
の
註
解
に
よ
れ
ば
、
可
能
形
は
自
動

的
な
の
で
あ
る
。
国
餌
旨
は
Ｑ
］
煙
冒
一
〕
の
旨
旨
に
よ
る
節
一
活
川
動
詞
か
ら
の
み
形
成
さ
れ
る
．
可
能
相
動
詞
を
可
能
的

①
■

と
兄
倣
し
て
ゐ
る
。
此
除
国
。
民
ョ
畠
二
目
受
身
動
詞
二
箇
》
ミ
雨
ミ
及
び
竜
曹
慰
ミ
は
彼
に
あ
っ
て
は
一
部
分
受
身
で
あ
り
一
部

●

分
可
能
な
の
で
あ
る
。
冒
胃
及
び
い
且
目
。
く
に
於
て
は
国
ｃ
国
冒
冒
旨
第
一
群
雨
受
身
動
詞
は
凡
て
可
能
机
へ
開
係
さ
せ
ら
れ

Ｏ

た
。
ｎ
ｏ
屋
『
騨
具
に
よ
れ
ば
其
等
は
自
助
又
は
再
師
で
あ
る
が
、
宅
○
凰
壹
の
ゆ
く
に
よ
れ
ば
中
、
、
目
動
又
は
叫
能
で

あ
る
。
此
際
Ｑ
〕
秒
冒
胃
曽
冒
．
尋
の
旨
言
》
冨
四
。
‐
Ｃ
ｅ
ぐ
の
旨
．
屍
。
唾
の
‐
冒
冒
の
い
》
冒
冒
函
の
及
び
国
騨
貝
は
動
詞
竜
ミ
侭
ミ
及
び
電
浄
、
侭
ミ
を
雄
格

と
兇
倣
す
の
で
あ
る
。
‐

口

從
っ
て
、
紬
肋
、
国
。
ｇ
圖
目
と
既
名
蒋
者
逹
と
の
川
の
全
韮
異
は
、
国
。
［
旨
い
ロ
ロ
第
一
受
身
群
二
簡
仙
詞
は
妓
早
受
身
動
詞

（
除
外
は
北
〈
等
を
受
身
及
び
叩
能
と
兄
倣
す
国
騨
具
に
於
て
は
動
詞
、
ミ
鶴
量
及
び
竜
曾
、
ミ
で
あ
る
）
と
は
兇
倣
さ
れ
な
い
と
云
ふ
事
に

肺
す
る
・
準
洞
者
逹
の
或
者
は
可
能
意
義
を
有
す
る
自
動
制
群
へ
其
等
を
統
一
す
る
が
、
他
の
者
は
特
殊
可
能
相
動
詞
群

へ
統
一
し
、
鉱
二
一
の
者
は
北
等
を
二
群
、
自
助
刺
及
び
可
能
州
助
詞
へ
随
分
し
、
第
四
の
者
は
北
〈
等
は
自
動
詞
と
兄
倣

し
て
ゐ
る
。
概
し
て
、
国
。
黒
昌
自
冒
の
Ⅷ
沁
等
一
堂
身
動
制
は
、
少
し
の
除
外
を
以
て
、
或
は
意
韮
に
ょ
っ
て
、
戎

は
机
に
よ
つ
て
可
能
的
と
兄
倣
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
〃

日
本
語
刺
刺
現
在
昨
形
態
論
九
三
（
一
三
四
七
）

、

4



丈
畢
研
究
弟
二
十
六
桝
九
四
雪
二
四
八
）

Ｊ

引
川
さ
れ
た
祥
者
逹
と
目
ｃ
ｇ
目
目
と
の
州
の
合
致
な
為
も
の
は
、
《
彼
等
に
於
て
は
、
国
。
ｇ
冒
冒
］
に
於
け
る
様
に
、
様
之

の
形
態
樅
造
の
勤
紬
、
特
に
、
元
来
可
能
机
勤
刈
、
其
現
在
時
絡
結
形
が
節
一
活
川
他
動
詞
の
川
じ
時
制
絡
結
・
限
定
形
と
同
一

な
る
第
二
析
川
間
動
詞
、
そ
し
て
發
生
に
よ
れ
ば
、
勤
荊
で
あ
る
古
風
受
身
動
詞
が
一
に
混
和
さ
れ
た
と
云
ふ
調
に
作

す
る
。彼

等
と
園
。
廟
冒
四
目
〕
と
の
川
の
更
に
合
致
は
、
彼
等
の
怠
兄
に
よ
れ
ば
、
凡
て
処
等
動
訓
は
動
詞
、
ミ
、
得
る
、
の
助
力
に
よ
り
形

成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
に
存
す
る
。
併
し
、
如
何
な
る
形
態
諭
誰
を
も
此
棚
鮎
の
鱒
に
彼
等
は
引
川
し
て
ゐ
な
い
。
・
一
・
Ⅱ
研
學
と
何
等

の
共
通
駐
も
有
せ
ざ
る
彼
等
の
諭
縦
は
凡
て
、
動
詞
恥
ミ
、
得
る
、
能
ふ
、
の
助
力
に
よ
り
辻
等
動
詞
の
意
維
の
諭
班
的
即
僻
九

毛

に
蹄
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
際
此
諭
叫
的
卯
解
力
は
処
等
動
詞
の
對
唯
末
尾
・
汚
詫
礎
淀
有
す
る
動
詞
「
得
る
」
形
の
汁
雛

符
合
に
専
ら
韮
く
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
此
關
係
に
於
て
は
彼
等
は
国
。
焦
冒
自
冒
に
類
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何
と
な
ら
ば
後
肴
は
彼

に
制
定
さ
れ
た
受
身
形
形
成
法
則
は
荷
諦
の
哲
學
的
分
析
の
柿
皿
的
結
果
で
あ
る
と
兄
微
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ

●

る
。
換
荷
す
れ
ば
、
方
法
諭
的
に
は
彼
等
は
国
。
黛
昌
冒
昌
以
上
に
は
一
歩
も
川
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
何
と
な
ら

ば
動
詞
偽
ミ
、
僻
る
、
能
ふ
、
が
開
與
す
る
形
態
伽
祇
は
被
椎
討
助
詞
形
成
に
於
て
彼
等
に
あ
っ
て
は
、
我
だ
の
時
代
で
健
一
・
岬
締
學
上
全

甸
。
“
１
０
、
。
Ｉ
Ｆ

く
何
物
を
も
荊
繊
せ
す
、
從
っ
て
国
。
罵
言
昌
昌
時
代
で
は
あ
り
得
た
か
も
知
れ
な
い
識
術
に
さ
へ
も
な
ら
な
い
国
。
黛
昌
凶
二
二
釉
川
の
前

肌
的
卯
解
力
と
以
て
代
川
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
／

形
態
諭
縦
の
叉
は
、
一
般
に
、
如
何
に
山
糞
し
か
ら
う
と
も
是
等
動
詞
形
成
に
於
け
る
動
詞
侭
ミ
關
與
に
對
す
る
諭
擴
（
杵
邇
の
無
根

推
断
・
言
を
川
廷
し
い
論
擁
と
は
兄
倣
し
難
い
の
だ
）
の
峡
乏
が
、
第
二
活
川
古
風
受
身
勤
制
へ
鋪
二
活
川
・
月
動
詞
及
び

吟

牢

L
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夕

共
に
．
受
身
・
可
能
相
一
’
在
得
る
」
説
も
亦
、
日
本
語
動
詞
榊
遥
柵
究
と
そ
し
て
共
基
本
及
び
‐
形
式
附

」

○

脇
物
と
の
川
に
存
す
る
蛮
際
州
係
制
定
調
に
於
て
菰
じ
た
淌
極
的
役
荊
に
附
し
て
若
干
の
詔
を
語
ら
な
い
課
に
行
か
な
い
。

形
態
辨
庇
の
佃
兄
な
き
分
析
は
、
全
活
川
現
在
時
全
形
蒲
尾
は
特
別
形
態
髄
や
又
は
形
式

Ⅲ
脇
物
、
‐
愚
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
明
示
し
て
ゐ
る
。

是
と
川
時
に
我
凌
使
節
二
活
川
勤
河
紙
尾
「
得
る
」
論
そ
し
て
形
態
庇
複
．
合
物
‐
ミ
．
蓑
（
口
語
で
は
‐
ざ
《
）
を
弗
三
活
川

Ⅱ
不
柵
勤
訓
現
在
時
形
態
論
九
七
（
三
一
五
二

結
論
に
於
て
私
は
、
節
二
活
川
諦
足
「
得
る
」
説
が
弗
三
及
び
第
川
活
川
動
詞
現
在
時
語
尾
に
對
す
る
仲
統
的
見
解
と

結

奎
珊
【
一
二
五
’
三
一
頁
】

ノ

項

」



ｒ

」

文
學
研
．
究
雄
二
十
六
帆
九
八
（
一
三
至
一
）

現
在
時
文
語
限
定
形
語
尾
と
縦
認
す
る
そ
し
て
形
態
髄
複
合
物
ト
ミ
を
節
四
活
刈
動
詞
の
Ⅲ
じ
時
制

絡
結
・
限
定
形
語
尾
と
誤
認
す
る
説
が
断
言
す
る
様
に
、
一
諦
幹
で
な
く
、
単
一
及
び
派
生
二
語

幹
筵
凡
て
錐
二
、
第
三
及
び
第
四
活
川
動
詞
が
有
す
る
と
云
ふ
他
の
非
常
に
重
要
な
事
怖
の
制
定
に
来
る
の
で
あ
る
。

此
外
に
全
然
明
断
に
鮒
及
び
閉
の
語
牌
二
弧
型
が
表
さ
れ
る
。

ｅ

共
に
研
尾
‐
雪
へ
を
附
加
し
て
現
在
時
経
結
・
限
定
形
が
形
成
さ
れ
る
節
一
活
川
助
湖
恥
一
諦
幹

は
術
に
側
で
あ
る
（
例
へ
ば
、
ロ
ミ
き
、
歩
く
、
ハ
ミ
ミ
十
黒
．
吻
亀
き
、
刺
す
、
〈
匂
Ｂ
＋
震
）
。

共
に
詔
尾
‐
篭
を
附
加
し
て
現
在
時
維
絲
形
が
形
成
さ
れ
る
鋪
二
析
川
動
詞
恥
一
紙
幹
は
、
雌
倒
的
大

多
数
の
場
合
に
於
て
閉
で
あ
り
（
例
へ
ぱ
、
負
廻
嘩
、
桃
ぐ
、
〈
侭
士
奄
》
ミ
ミ
、
食
ぶ
、
ぐ
き
十
重
）
肌
る
稀
に
州
で
あ
る
（
例
へ

ば
、
盲
、
ミ
等
、
飢
う
く
雪
ミ
＋
篭
、
垂
ミ
、
餓
う
、
〈
藍
十
瞳
》
↓
ミ
、
杣
う
、
◇
《
＋
篭
）
・
の
共
等
に
於
て
動
詞
語
幹
（
例
へ
ぱ
、
菅
、

経
）
に
脇
す
る
雌
苛
煎
嘩
質
忌
が
現
在
時
経
絲
形
研
姥
と
し
て
現
れ
る
第
二
｝
術
川
小
数
動
詞
Ⅲ
平
一
諦
紳
も
州

で
あ
る
。

現
在
時
維
結
形
が
共
か
ら
形
成
さ
れ
る
節
三
訴
川
肋
荊
単
一
研
聯
は
常
に
剛
で
あ
る
（
例
へ
ば
、
匂
い
、
、
、

過
ぐ
、
へ
角
禽
十
ご
）
。

第
四
析
川
勤
訓
単
一
語
幹
は
術
に
州
で
あ
る
（
例
へ
ば
、
ミ
ミ
、
見
る
、
に
於
け
る
、
ミ
‐
、
ミ
ミ
、
似
る
、
に
於
け
る
ミ
‐
）
。

上
、
こ
諦
尼
‐
ミ
を
附
加
し
て
節
二
及
び
第
三
活
川
動
制
現
在
畔
限
定
形
そ
し
て
．
第
四
活
川
動
詞
現
在
時
経

Ｊ

Ｊ

〆

ｂ

ｊ

ｑ

↑

・

Ｉ

！
‐
・
限
定
形
が
形
成
さ
れ
る
派
生
諦
紳
は
常
に
剛
で
あ
る
。
（
例
へ
ば
、
昔
守
ミ
ミ
、
食
ぶ
る
、
第
二
析
川
、
合
ミ
ミ

ｑ
・
Ｉ
９

ｃ
－
小

’

！
’

１
９
ト
ー
１
８
ｂ
■
■
Ｂ
■
■

ダ



－

十
篭
、
、
ミ
ミ
、
藩
つ
る
、
第
三
折
川
、
〈
、
、
ミ
＋
詮
》
ミ
ミ
、
兄
る
、
第
四
活
川
、
〈
ミ
、
＋
愚
）
。

●

派
生
諦
幹
が
単
一
．
諦
幹
か
ら
後
者
へ
独
葛
の
既
に
死
滅
し
た
、
又
は
、
少
く
と
も
死
滅
し
た
と
忠
は
れ
、
共
に
何
等
の
新

意
義
を
陣
へ
な
い
ら
し
い
接
尼
僻
を
附
加
し
て
形
成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
が
辻
と
共
に
顯
さ
れ
る
。
第
二
活
川
動
詞
に
於
て
か
く
死
滅

夕

し
“
た
接
尾
聯
は
、
形
態
礎
‐
ミ
‐
ゞ
‐
、
‐
』
‐
『
‐
で
あ
り
、
鋪
三
活
川
動
詞
に
於
て
は
‐
ミ
‐
ゞ
‐
尋
‐
で
あ
り
、
第
四
析
川
動
制
に
於
て

は
‐
『
‐
の
み
で
あ
る
。

処
と
は
別
に
派
生
諦
幹
二
瀬
型
も
詑
示
さ
れ
る
。
派
生
諦
幹
大
多
数
は
閉
語
幹
プ
ラ
ス
‐
Ｑ
＋
、
）
‐
①
類
型
接
足
跡
か
ら

○

成
立
す
る
が
、
小
部
分
は
開
語
聯
。
プ
ラ
ス
子
音
接
地
僻
，
、
‐
か
ら
成
立
す
る
。
此
辨
怖
は
、
就
中
、
古
代
日
本
謡
は
共
展
州
の
戎
段

階
に
於
て
子
音
の
も
泳
音
の
も
合
流
を
認
容
し
な
か
っ
た
と
云
ふ
事
に
就
て
識
す
る
の
で
あ
る
。

Ｃ

第
二
析
川
勤
杣
語
尼
「
得
る
」
枕
、
そ
し
て
形
態
庇
合
成
物
‐
ミ
篭
、
口
詔
に
於
て
は
‐
、
ミ
．
‐
き
《
及
び
‘
ミ
に

對
す
る
仲
統
、
的
見
解
、
共
に
從
へ
ば
‐
ミ
藍
は
節
二
及
び
第
三
活
川
動
湖
現
在
時
限
定
形
語
尾
・
で
あ
り
、
‐
偽
ミ

及
び
‐
ざ
蕊
は
共
に
對
唯
す
る
同
じ
析
川
の
川
じ
時
制
の
ロ
研
形
諦
尼
で
あ
り
、
‐
ミ
は
錐
Ⅲ
漸
川
動
詞
現
在
時
絡

結
・
限
定
形
諦
雌
で
あ
る
、
を
壁
守
し
さ
へ
し
な
け
れ
ば
、
形
態
分
析
が
至
る
那
迩
及
び
戎
蹄
結
は
概
し
て
斯
か
る
も
の
で
あ

ワ
匂
Ｏ

此
分
析
は
日
本
語
動
詞
及
び
其
語
幹
組
成
を
全
然
別
の
様
州
に
於
て
我
建
に
表
示
す
る
。
共
は
此
挑
そ
し
て
形
態
髄
合
成

物
‐
ミ
意
、
‐
恥
曽
（
鋪
二
折
）
、
皿
き
へ
（
鉱
三
活
）
及
び
‐
ミ
（
節
川
活
）
へ
の
仰
統
的
見
解
の
堆
本
峡
陥
は
形
式
附
脇
物
の
過
度
分
解

及
び
其
か
ら
川
て
来
る
日
本
語
動
河
組
成
簡
易
化
か
ら
成
立
す
る
と
蓋
ふ
堺
を
明
示
す
る
。
単
一
及
び
派
生

Ⅱ
不
諦
勤
刈
現
在
岬
形
態
論
九
九
（
三
一
五
三
）

1

封

a



ll
l
卜

h

丈
畢
研
究
弟
二
十
六
秘
一
○
○
舎
二
五
四
）

の
二
・
研
幹
（
例
へ
ぱ
、
匙
息
‐
》
莞
ミ
ミ
‐
又
は
べ
き
‐
．
恥
ミ
ミ
‐
）
の
代
り
に
「
得
る
」
識
は
単
一
語
牌
（
例
へ
ぱ
、
昔
ご
一

簡
の
み
を
知
っ
て
ゐ
る
が
、
何
と
な
ら
ば
共
は
派
生
話
幹
接
尼
僻
‐
ミ
‐
又
は
‐
恥
言
い
を
現
在
時
研
雌
‐
震
へ
附
加
す
る
か
ら

で
あ
る
。
此
鱒
に
、
共
は
其
附
加
が
特
殊
探
究
對
象
た
り
得
そ
し
て
た
る
可
き
如
何
な
る
死
滅
接
尾
僻
を
も
知
ら
な
い
の
は
明
瞭

で
あ
る
。
派
生
語
輔
二
減
型
現
存
は
共
に
對
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
で
過
去
る
の
で
あ
る
。

約
一
両
す
れ
ば
、
「
得
る
」
説
は
日
本
詔
勤
刺
組
成
を
暖
昧
に
叉
は
簡
易
に
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
共
を
判
別
し
難
い
迄

に
曲
解
し
て
ゐ
る
。
共
は
既
に
猟
断
の
類
に
塗
っ
た
が
故
に
、
日
本
語
動
詞
形
態
論
科
學
的
研
究
事
に
於
て
川
廷
し
き
障
碍
で
あ

る
繩
段
。
Ｅ
噌
黙
ａ
の
罵
冒
〕
に
導
く
の
で
あ
る
。

口
“
．
１
１
公
刈
刈
一
一
』
《
斗
灯
勺
鍔
‐
』

本
来
、
受
身
、
又
は
受
身
・
可
能
相
「
在
柵
る
」
説
に
附
し
て
も
川
上
事
を
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
該
説

は
受
身
動
刺
組
成
を
歪
曲
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
説
か
受
身
勤
制
を
複
合
的
と
縦
認
し
て
ゐ
る
の
に
、
共
等
は
、
迩
際
に
派
生
的
に
見
え
る
。
共
が
主
動
詞

と
兄
微
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
単
一
又
は
派
生
語
幹
な
の
で
あ
る
。
共
が
複
合
二
助
動
詞
「
在
る
」
、
Ｓ
、
蓑
、
及
び
「
得
‐
一
、
蓬

と
縦
詔
す
る
も
の
、
現
在
時
文
語
絡
紬
形
に
於
て
は
、
即
ち
〉
亀
ミ
、
は
受
身
接
岾
僻
・
‐
ミ
ー
及
び
現
在
時

冊
尼
‐
愚
か
ら
成
立
す
る
形
態
質
合
成
物
に
見
え
る
の
で
あ
り
、
共
が
同
じ
助
勁
荊
「
在
る
」
、
亀
ミ
及
び
「
得
る
」
、

エ

エ

酷

器

『

ｌ
１
１
Ｉ
ｉ
ｌ

●

L
}

’



一

篭
蔦
》
鴎
冒
と
詐
孵
す
る
も
の
、
現
在
畔
文
語
限
定
叉
は
、
語
形
に
於
て
は
、
即
ち
〉
ミ
ミ
ミ
》
ｓ
氏
ミ
、
は
或
場
合
に
は
受
身

接
尼
僻
‐
ミ
‐
、
死
滅
發
端
接
尾
僻
‐
ミ
ー
及
び
現
在
時
語
尾
‐
蚕
に
、
他
の
場
合
に
は
同
じ
受
身
接

尾
僻
‐
ミ
‐
、
死
滅
反
復
接
尾
僻
‐
ミ
ー
及
び
現
在
昨
の
川
じ
語
尾
‐
裳
に
分
裂
す
る
更
に
も
つ
と
複
雑
な
形

態
礎
合
成
物
な
の
で
あ
る
。

口

之
加
．
此
説
が
受
身
机
形
成
に
於
て
主
要
役
荊
を
肺
す
る
辻
等
形
態
質
合
成
物
の
部
分
は
丁
度
一
般

に
何
等
の
役
割
を
も
波
じ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
事
が
分
る
の
で
あ
っ
て
、
何
と
な
ら
ば
共
が
動
詞
「
得
る
」
葵
．
ミ
ヘ
ミ
》
偽
ミ
と
誤
認
す

ろ
も
の
ば
、
或
場
合
に
は
現
在
時
詔
足
‐
一
へ
で
あ
り
、
他
の
場
合
に
は
死
滅
發
端
接
尾
僻
‐
ミ
，
及
び
現
在

時
語
足
‐
誼
か
ら
叉
は
死
滅
反
復
接
尾
僻
‐
蝿
》
‐
‐
及
び
現
在
時
の
同
じ
諦
尼
‐
誼
か
ら
成
立
す
る
形
態
礎
合
成

物
に
兄
え
る
か
ら
で
あ
る
。

溌
際
は
、
受
身
相
接
足
跡
で
あ
る
形
態
髄
‐
ミ
ー
に
該
就
が
敢
要
な
注
意
を
分
與
し
な
い
と
云
ふ
事
の
篤
に
．
該
諭
は
弗
一
活

用
古
風
受
身
動
詞
を
認
め
な
い
の
で
あ
っ
て
、
か
く
て
共
等
と
第
二
析
川
受
身
動
詞
と
の
Ⅲ
に
存
す
る
述
絡
の
傍
を

通
過
す
る
の
で
あ
る
。

「
在
得
る
」
説
槻
鮎
か
ら
は
つ
父
身
動
詞
形
成
方
法
が
奇
異
で
あ
る
」
（
犀
ｃ
一
白
）
叉
は
川
じ
「
受
身
和
が
幾
分

錆
雑
し
て
ゐ
る
」
ｅ
旨
、
‐
９
ぐ
の
旨
）
と
同
昨
に
、
形
態
槻
鮎
か
ら
は
何
等
の
奇
異
も
錯
雑
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
何
と
な
ら
ば

我
凌
は
受
身
机
単
一
接
尾
酢
‐
ミ
ー
及
び
複
介
接
絶
僻
‐
ミ
ミ
ー
又
は
，
ｓ
恥
、
，
以
外
は
、
共
等
の
組
成
が
接
足
餅

‐
ミ
‐
の
發
端
似
碗
及
び
接
尾
辨
‐
暁
》
・
‐
の
反
似
仮
没
に
よ
っ
て
猟
雄
に
鮎
川
さ
れ
る
何
物
を
も
發
兄
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

日
本
諦
測
利
呪
在
昨
形
態
術
一
○
一
（
三
一
五
五
）

■

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

,

科

項

､

」



文
學
研
究
節
二
十
六
川

で
、
絶
に
、
「
か
得
る
」
誠
は
一
般
に
Ⅱ
木
語
に
於
け
る
受
身

ら
ぱ
Ⅱ
水
耕
に
於
て
は
、
迩
際
は
、
受
身
机
は
作
す
る
と
全
然
反
對
を

は
所
訓
受
身
動
詞
は
現
存
能
動
動
湖
で
あ
る
と
断
言
し
て
照
り
、

叩
に
假
艘
せ
る
能
動
机
で
あ
る
と
服
雲
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

脾，同”塞ぎか ． 更
で せ る

場 1-- じ る る く に
『！ 、 く 。形 てL ハ、 、

億ミ驚 舟擬例 ‘得
警形M 『鼎尾駐 る

反鼠禦 形麟に 彼
”心、 は 於斗． 等 諏

〃,． し ハツ､‐

鮒； ＃
似 一戸 列シ

し

澪リ達リ ml O

蕊備“謬“ ‘‘
る
L一

一 一 古

、 に形 蹄正 碗

そは・成 川栴風 擁さ 誰

息可れ 自的受 背る 逹

驚能元 は

i撚鰄：
"w ;数を

の漉能
結得 る
果し相 イ'ミ あ 多

tた剛 #t: 'も

舟
接し動 る は て

、 刺 の不有 ゐ

－－

エ
的

升

器

一
○
二
（
三
一
五
六
）

動
詞
存
在
を
否
定
・
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何
と
な

形
態
分
析
が
明
示
し
て
ゐ
る
の
に
．
国
。
曾
邑
隠
冒

９
騨
旦
）
日
冒
己
は
劣
ら
ず
絶
對
的
に
受
身
州
は

"



か
く
て
、
国
。
『
冒
国
目
の
言
に
よ
恥
ば
、
．
跳
脳
哲
學
的
分
析
の
紬
挫
で
あ
る
「
得
る
」
竝
に
「
か
得
る
」
諭
は
「
哲

學
的
」
一
様
性
及
び
停
滞
を
、
証
際
は
、
言
研
単
的
複
雑
及
び
進
化
が
生
ず
る
庭
へ
持
込
ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
事
が
我
盈
は
解
る
の
で
あ

尾
僻
‐
ｓ
●
‐
、
及
び
現
在
時
語
尾
・
‐
蓋
の
二
形
態
礎
合
成
物
・
に
兄
え
る
の
で
あ
る
。

共
現
在
時
絡
結
形
が
對
應
第
一
活
用
動
訓
の
川
じ
時
制
の
終
結
。
限
定
形
と
川
一
な
る
錐
二
活
川
、
動
荊

榊
造
と
も
矢
張
好
都
合
に
行
か
な
い
。
共
等
の
、
動
意
推
は
、
動
詞
「
得
る
」
、
ミ
と
淡
認
さ
れ
る
も
の
が
、
涯
際
は
、
古

風
反
復
接
尼
僻
‐
ミ
ー
及
び
現
在
昨
語
足
‐
篇
の
二
形
態
合
成
物
で
あ
る
の
に
、
其
等
の
形
成
に
恰
も
動
詞

「
得
る
」
恥
§
が
關
與
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
に
よ
っ
て
読
明
さ
れ
る
が
、
自
．
動
意
義
は
文
法
連
結
燕
型
に
よ
っ

て
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

正
に
Ⅲ
じ
く
可
能
機
能
も
亦
動
詞
の
自
動
又
は
他
動
意
樋
と
Ｍ
じ
く
文
法
連
紡
獅
・
型
に
よ
っ

て
限
定
さ
れ
る
と
云
ふ
事
が
、
涯
際
に
、
分
る
が
故
に
、
受
身
机
動
刑
叩
能
機
能
形
成
も
亦
諜
っ
て
照
明
さ
れ
て
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
「
得
る
」
説
及
び
「
在
得
る
」
説
は
文
法
連
結
獅
型
が
或
場
合
に
は
反
の
動
詞

語
紳
形
式
迩
護
の
様
に
形
式
附
脇
物
の
形
式
意
稚
を
限
症
す
る
と
云
ふ
事
滋
を
暖
昧
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

》
③
ｏ

4
Ｈ
水
語
測
刑
現
れ
昨
形
態
論

器

器

器

計

一
○
三
雪
二
五
七
）

項

I



口
ｒ
Ｊ
凸
『
一
↓
、
ｌ
ザ
ト
ー

一
○
川
（
三
一
五
八
）

文
學
研
究
卿
一
一
１
プ
Ⅲ

・
併
し
、
日
本
研
文
法
に
對
す
る
地
等
説
の
疑
無
き
否
定
的
意
義
に
も
不
拘
、
允
等
説
、
身
の
で
な
け
れ
ば
光
等
に
辿
結
せ
る
国
。
質
‐

冒
騨
口
唇
の
或
命
題
の
或
功
紙
を
も
注
意
し
な
い
課
に
行
か
な
い
。
か
く
て
、
例
へ
ば
、
国
。
啓
己
営
冒
の
疑
無
き
功
統
は
、
彼
が
兎
も
角
も

受
身
和
接
尾
僻
‐
ミ
ー
が
入
る
形
態
礎
合
成
物
を
分
雛
さ
し
て
そ
し
て
共
に
依
っ
て
、
成
牒
、
全
然
で
は
な
ぐ
、

国
。
罠
冒
曽
旨
界
、
學
」
説
よ
り
も
此
祁
の
形
態
榊
迭
を
も
つ
と
歪
曲
す
る
日
本
字
母
喬
節
的
特
徴
の
全
く
結
果
で
あ
る
土
蒲
Ⅱ
本

文
法
受
身
机
形
成
機
械
的
識
か
ら
解
放
さ
れ
得
た
と
云
ふ
事
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
、
「
得
る
」
説
及
び
「
か
得
る
」
説
は
一
伽
域
、
特
に
日
本
詔
比
較
・
一
両
語
學
的
研
究
仙
域
に
於
て
は
未
だ
否
定
的

意
焚
を
右
し
て
ゐ
る
。
刷
延
等
剛
説
及
び
凡
て
其
他
仰
統
的
見
解
が
此
路
上
の
如
何
な
る
障
碍
で
あ
る
か
は
、
日
本
語
動
詞
誹
牌
は
榊
に
開

で
あ
る
と
云
ふ
、
一
堂
身
、
又
は
一
堂
身
・
叩
能
机
動
刺
「
在
る
」
及
び
「
得
る
」
の
助
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
等
と
云
ふ
類
の
日
本
語
駄
文
法

の
氣
惟
な
決
っ
た
断
一
両
を
信
用
す
る
爲
の
み
に
愛
格
對
照
を
爲
し
て
ゐ
る
国
．
尋
旨
ご
胃
〔
の
．
ぐ
旨
屋
の
凸
買
－
．
ヴ
ィ
・
》
ク
レ
ル
】
及
び

言
．
国
ｇ
席
Ｑ
・
罰
⑲
意
〕
【
ヴ
エ
ー
・
ブ
ロ
ェ
ー
レ
】
の
例
證
に
於
て
解
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
例
へ
ば
、
国
．
乏
冒
匡
閂
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
恥
に
依
る
受
身
机
形
成
も
共
語
形
愛
化
【
国
の
盈
・
唇
〕
も
亦
ゞ
斯
か
る
も
の
が

川
現
す
る
ア
ル
タ
イ
語
に
於
け
る
受
身
机
の
様
に
、
同
上
特
徴
を
瓢
し
て
ゐ
る
が
、
共
庭
で
は
、
か
く
て
、
例
へ
ぱ
、
ラ
プ
ラ
ン
ト
及
び

ヴ
ォ
グ
ル
語
に
於
て
受
身
動
刺
は
此
唯
で
は
、
に
依
て
と
同
様
全
然
補
助
要
素
蓑
に
依
て
形
成
さ
れ
對
唯
的
に
活
川
す
る
。
全
然
川
上

’

エ

器

器

’



を
我
凌
は
形
成
要
素
篭
を
右
す
る
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
語
押
蹄
・
一
鑓
身
形
に
於
て
も
見
る
。
他
の
ア
ル
タ
イ
語
受
身
形
成
に
於
て
も
亦
類
似
現

象
は
共
辿
規
則
を
表
一
が
す
る
。
例
へ
ぱ
、
醜
名
１
ウ
ン
グ
ー
ス
語
義
に
附
し
て
我
盈
は
共
は
「
成
る
」
【
乏
角
〔
一
の
色
と
云
ふ
類
似
完
全
語

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
推
察
し
得
る
の
み
で
あ
る
の
に
、
日
本
語
受
身
州
随
別
は
更
に
、
通
常
の
如
く
、
此
虚
で
は
我
盈
は
涌
動
動
刺

語
牌
偽
か
ら
の
發
生
を
穿
鑿
す
る
を
得
る
と
云
ふ
事
に
存
す
る
。
③

動
刷
「
得
」
薫
》
喝
は
受
身
粗
接
尼
僻
で
な
い
と
云
ふ
事
そ
し
て
後
者
は
接
尼
僻
‐
ミ
ー
の
助
力
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
と
我
迂

は
知
る
故
に
、
国
．
勇
旨
穴
冒
の
對
照
が
全
基
礎
を
自
身
下
に
失
っ
て
、
日
本
語
領
域
に
於
て
も
、
所
洲
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
ィ
語
領
域
に

於
て
も
、
如
何
な
る
比
較
言
語
學
的
結
論
に
對
し
て
も
根
擦
の
役
を
鱒
し
得
な
い
と
云
ふ
事
は
明
確
な
の
で
あ
る
。

葛
．
印
α
亘
の
が
鰯
す
一
對
照
に
附
し
て
も
同
上
事
を
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
曰
く
。
「
日
本
語
‐
鳥
‐
〔
己
は
露
語
原
群
で
は
羅

馬
字
、
澗
語
脈
著
で
は
目
、
以
下
準
之
】
は
、
例
へ
ぱ
、
、
ミ
蝿
曽
》
》
ミ
、
‐
（
古
代
日
本
語
ミ
：
‐
）
「
見
え
る
」
、
：
・
電
曹
蝿
ミ
》
電
雷
慰
‐

マ

マ

（
古
代
日
本
語
奄
曹
：
‐
）
「
聞
え
る
」
：
：
。
菖
民
量
ゞ
愚
侭
‐
、
古
代
日
本
語
ｓ
ご
偽
‐
Ｇ
琶
鴎
‐
【
後
の
、
ざ
は
露
詔
腺
著
羅
賜
字
】
）
〕

「
冷
え
る
」
、
の
様
に
、
中
州
受
身
動
訓
を
形
成
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
‐
§
‐
【
己
は
Ｍ
前
】
を
モ
ル
ド
ヴ
４
ン
語
接
姥
僻
‐
§
‐
．
‐
恩
‐
【
己

は
Ｍ
前
】
及
び
他
の
ウ
グ
ロ
・
フ
ィ
ン
語
に
於
け
る
同
じ
接
尾
僻
と
對
照
す
る
」
。
の

合
一
母
音
を
有
す
る
叉
は
有
せ
ざ
る
形
態
質
苧
は
机
形
成
接
尾
僻
で
あ
り
、
形
態
礎
‐
恥
は
所
訓
不
定
形
語
尼
で
あ
る
鵲
曽
鴬
這
茶

蔵
浄
§
｝
鵲
愚
驚
へ
§
暁
．
奄
ざ
侭
ゞ
亀
隠
等
形
は
遡
る
と
云
ふ
事
を
我
凌
は
知
っ
て
ゐ
る
故
に
、
此
詔
尼
‐
、
と
モ
ル
ド
ヴ
ー
ン
語
椰
脈
及

び
受
芽
接
尼
跡
‐
§
’
》
‐
畠
‐
【
亀
は
同
前
】
と
の
同
一
脱
は
縦
謬
で
あ
る
の
は
明
確
で
あ
る
。

か
く
て
、
日
本
語
欧
文
法
誤
謬
幽
両
採
川
に
堆
く
比
較
言
諦
畢
的
對
照
は
、
他
の
言
祇
族
と
の
日
本
語
姻
戚
關
係
制
定
棚
鮎
か
ら
も
．

●

日
本
諦
動
湖
現
在
畔
形
態
諭
一
○
五
（
一
一
二
五
九
）

、

１
１
１

1
や

風



ｆ
〃
』
一
色
一
、
ｌ
●
１
１

一
○
六
（
三
一
六
○
）

文
梁
研
究
餅
↑
一
イ
ブ
叩

●

日
本
語
動
詞
の
形
態
樅
造
及
び
進
化
の
正
岱
即
解
槻
鯏
か
ら
も
、
否
蛇
的
紬
果
を
與
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
故
に
凡
て
辻
等
「
得
る
」
説
及
び
「
在
得
る
」
純
が
凡
て
の
他
の
仲
統
的
見
解
と
共
に
川
来
る
だ
け
速
に
腰
棄
さ
れ
る
様
に
、
坑
川
目
に

希
望
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
共
は
既
に
遥
か
以
前
に
鯨
す
可
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

｜
’

謹
、
‐
是
等
醐
詞
に
於
て
は
叩
一
諦
幹
は
元
為
削
語
幹
で
あ
っ
た
と
老
へ
る
根
撫
が
あ
る
。
是
等
動
刺
不
定
形

言
豊
（
こ
ぎ
》
具
こ
ぎ
今
具
亀
）
Ｑ
に
於
て
は
辞
雄
ら
は
今
ｓ
行
に
存
す
る
字
母
氾
雛
《
（
ご
）
。
》
に
よ
っ
て
博
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
郡
焚
は
、
何
時

か
是
等
形
が
＊
言
い
§
。
望
＊
§
。
）
＊
ミ
ロ
と
發
汗
さ
れ
た
と
兄
倣
す
鞭
を
許
容
す
る
。
か
く
て
、
共
等
に
於
て
、
閉
語
幹
＊
言
い
ミ
ョ
‐
》
＊
§
‐
．

＊
§
‐
を
分
離
さ
す
を
得
る
の
で
あ
っ
て
此
根
推
の
上
と
は
云
へ
言
い
ベ
ミ
》
ベ
ミ
）
ベ
ミ
形
は
＊
言
ミ
ミ
ヘ
）
ネ
ミ
ミ
》
＊
ミ
ミ
形
、
即
ち
剛
祇
幹

プ
ラ
ス
現
在
時
諦
尼
‐
壁
か
ら
成
立
す
る
形
へ
遡
る
と
云
ふ
部
を
認
容
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
特
に
動
詞
再
三
、
粒
う
、
に
對
し

て
は
、
閉
語
幹
＊
ミ
‐
は
第
一
活
川
古
風
受
身
動
詞
ミ
ミ
ミ
、
植
わ
る
、
に
於
て
、
我
々
は
閉
祇
幹
ミ
‘
を

分
離
さ
せ
得
る
と
云
ふ
事
に
よ
っ
て
硴
め
ら
れ
る
。
【
以
上
一
二
五
’
六
頁
】

２
‐
（
母
香
香
罐
孜
十
、
）
‐
と
誠
む
。
【
以
上
一
二
六
頁
】

３
国
．
弓
旨
匡
興
．
ロ
日
ロ
国
冨
］
且
の
号
①
の
冒
肖
胃
冨
日
日
＠
号
⑳
司
旨
口
厨
呂
の
巨
口
Ｑ
］
§
凶
ａ
ｍ
ｇ
の
》
、
一
里
．
国
①
三
旨
．
遍
Ｓ
，

４
葛
．
勺
己
亘
①
、
鱒
ｐ
ａ
ｇ
Ｎ
員
ぐ
①
侭
冨
目
ロ
ロ
胸
号
⑩
胃
己
凹
昌
の
３
９
旨
鼻
骨
宮
巨
国
房
呂
①
ロ
ｐ
ｐ
ｑ
己
冒
涜
号
①
ロ
め
胃
画
９
８
．
尻
①
国
一
博
①
日
行

【
ケ
レ
ト
イ
セ
ム
レ
は
洪
牙
利
諦
『
火
力
評
論
』
の
意
】
。
□
堀
】
罵
言
⑦
○
罠
庸
口
旦
①
宮
巨
昌
①
、
騨
且
①
の
。
昌
騨
さ
‐
誉
昌
呂
①
叩
．
弓
○
目
①
×
ぐ
胃
》

口
試
一
・
国
且
§
の
臂
【
ブ
ド
ペ
シ
ト
】
。
石
５
．
．
【
以
上
三
一
○
面
】

岸

含

’

1
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１
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Ｌ
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０
■
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■
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■
■
■
■
■
■
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１
１【

山
川
文
法
が
全
然
引
川
さ
れ
て
ゐ
な
い
坪
川
は
賊
る
簡
単
で
あ
っ
て
、
即
ち
脱
特
群
執
筆
術
時
手
許
に
無
か
つ
た
う
か
ら
で
あ
る

１
と
一
雪
ふ
】

日
本
語
動
刺
現
在
時
形
態
論

、

判

一
二
二
今
一
二
六
七
）

判

’
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g

(111
1
;
<
f
<
)

D
J

~
濃
1
1＋
1<彗

母
斜

〃
試
塔
壼

、

匝
柳
判
【
$
誤
淵
1=111一
隅
侭
】

MaterinskajafiliacijavVostocnoj
iCentral'11ojAzii.Vyp.1-j.Materinskajafiliacijaukitajcev,

korejcev
門

ijaponcev.19109．
Vyp.
2-j.Materinskajafiliacijautibetcev,mongolov,mjaoczy,

loloi
tai.
IzdanieVostoCnogo

■
p

Instituta.19119.Vladivostok.
【
筈
領
嵐
も
吾
弐
霞
三
雲
且
塞
圭
蝿
蛍
牒
睾
。
鵠
1韻
。
制
憲
<′
套
違
く
割
る
匡
筈
く
旦
翼
全
岬

堂
牒
室
。
l貝
1○
号
。
溌
I
I"o庖
漫
･<′
撫
扣
＜
′
糎
冷
′
窯
篶
創
る
、
や
く
且
惠
上
岬
華
牒
室
o綴
嶺
謝
望
三
塁
。
1<1

1

伽
'o篶
選
喜
津
】

一

雨

,,Ilfaut
surtoutremarquerlestravauxdeNicolasMatsokinsurlaFiliationuterinechezlespeuplesdel'Asie
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一
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●

○
口
ｇ
〕
行
脚
律
の
⑦
舜
向
①
宮
胃
由
挿
①
・
・
：
、
①
曾
騨
一
国
陰
①
駕
昌
］
①
ご
旨
巨
⑦
口
向
｝
］
①
Ｑ
》
』
〕
儲
Ｃ
同
旨
雲
冨
。
］
］
（
ざ
｝
〕
四
二
篇
く
騨
庸
匡
尾
の
巨
局
樟
四
国
ほ
騨
一
冒
巨
巨
蔚
口
巨
①
○
』
扁
職

Ｇ

庁
、
、
｝
〕
ご
】
巳
い
》
庁
ｍ
ｏ
ｃ
乱
①
〕
］
い
〕
旨
い
］
段
で
○
三
旦
唾
（
」
与
剰
Ｃ
岸
・
）
》
庁
、
、
崗
骨
一
）
陣
巴
国
切
〉
庁
め
富
Ｃ
巨
晦
◎
后
】
庁
、
冨
冒
Ｃ
み
⑳
①
こ
〕
席
、
伊
○
き
い
黒
庁
い
、
月
旦

（
峰
く
巳
舎
）
．
ｚ
（
）
こ
い
三
①
９
ｃ
］
○
房
｝
〕
儲
Ｐ
三
○
己
』
〕
Ｅ
ｍ
ｍ
①
貢
（
）
ラ
『
①
門
（
一
⑦
亘
匡
ざ
堀
愚
で
冨
の
秒
こ
い
巴
８
冒
亘
や
房
Ｑ
①
宮
邑
巨
①
ｍ
は
ｃ
冒
四
巨
言
⑦
で
凶
鼻
白
色
の

●

■

・
囚
目
ｍ
岸
｝
○
巨
角
い
ぬ
の
Ｑ
①
冨
呉
、
Ｃ
嵐
冒
・
《
《
、
（
吟
『
ミ
豊
営
へ
詩
』
》
崎
、
良
い
、
曽
鳶
§
愚
、
勵
蔓
愚
ご
愚
‐
○
ぺ
、
恥
ミ
．
皀
○
旨
⑦
汽
胄
管
ｚ
ｏ
〕
此
』
］
〕
凹
短
①
塵
豐
．

①

雷
巴
〕
巳
．
胃
當
］
）
．
．

、
●

ご
毛
Ｏ
巨
砲
庁
○
口
汁
ｎ
の
ｐ
巨
牌
ｎ
Ｏ
ｐ
ｗ
の
時
巨
①
』
⑦
い
い
く
い
計
。
冒
扁
ｍ
ユ
の
で
画
境
の
】
〕
融
①
③
号
。
⑦
儲
』
偉
い
ロ
○
ご
』
鱒
』
旨
巴
。
口
①
岸
管
○
寓
輯
ど
］
］
い
”
宮
○
口
閉
四
旨
ご
』
屋
四
程
⑦
〔
一
①
の
嵩
〕
Ｏ
も
巨
程
騨
冨
Ｃ
己
切

●

命
■

■

邑
目
Ｏ
昌
晦
◎
岸
の
び
の
舜
日
ｇ
〕
ぬ
○
』
Ｏ
Ｈ
Ｑ
①
、
』
・
向
①
耳
の
】
昌
自
］
Ｃ
鰻
境
騨
濤
）
｝
昼
⑦
①
ｍ
芹
一
）
』
①
冒
尉
画
砕
甫
》
の
庁
惇
管
○
巨
巨
の
己
の
巨
庁
色
匡
の
嶽
①
蛎
暁
①
厚
①
粍
今
屋
ざ
唇
①
い
○
岸
〔
｝
雪
巨
】
］
ロ
の
凹
晦
の

昌
鷆
片
竺
①
や
○
尾
Ｈ
』
四
目
画
き
昼
《
○
ユ
①
い
①
吾
〕
］
○
ぬ
冒
己
一
房
、
里
ｇ
①
い
い
ｏ
ｎ
梓
○
さ
遁
匡
①
い
・
《
《
（
患
ご
ミ
ミ
、
ミ
函
。
＄
ミ
、
ｓ
・
耐
》
、
』
ミ
ａ
ｎ
冒
亀
へ
曽
、
ミ
ミ
ご
息

ヨ
ミ
ミ
』
萄
馬
》
固
四
輯
①
島
．
浄
〕
色
凰
い
、
］
旨
ｅ
、

２
閂
園
粋
い
孟
○
吋
舜
、
の
］
己
や
】
巨
湧
胃
）
騨
程
》
二
⑦
冒
己
ぐ
Ｃ
い
庁
○
戸
の
（
坐
〆
ヨ
ウ
律
〕
０
鱒
】
〕
日
汽
匡
一
声
ｃ
Ｈ
⑦
」
、
①
弓
》
戸
ぱ
い
〕
の
⑦
く
』
〕
功
一
）
○
］
言
⑦
ご
）
。
胃
Ｎ
写
、
の
黒
“
い
く
Ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｐ
Ｏ
賑
Ｃ

旨
の
宮
自
国
】
８
日
望
‐
里
ご
己
．
峰
‐
。
］
・
］
三
一
｝
ぬ
，
昌
騨
＆
ご
ｏ
ぃ
さ
屍
．
【
極
東
に
於
け
る
家
族
史
よ
り
（
朝
鮮
人
、
支
那
人
及
び
日
本
人
に
於
け

る
錘
収
〔
蝿
米
諦
四
日
目
ｌ
塊
昌
男
ｌ
子
〕
）
。
東
方
學
院
報
告
、
第
三
十
一
巻
、
鋪
二
號
、
一
九
三
ハ
年
。
汕
蝿
斯
徳
。
】

３
シ
［
罵
隷
①
の
穴
」
①
《
』
日
己
の
禺
鼻
○
時
望
》
嗣
枠
目
］
囚
芦
さ
蔚
冒
》
園
日
．
く
い
ご
Ｏ
Ｈ
昌
穴
ゆ
め
厨
房
」
石
Ｈ
ｏ
閉
⑦
い
い
Ｏ
Ｈ
Ｃ
司
胃
い
叶
巨
ユ
臼
〕
ｇ
録
も
嵐
戸
員
ｏ
ｎ
の
旨
５
目
穴

〆
く
員
［
狗
且
。
鼠
ｇ
〕
の
。
の
己
。
函
且
騨
く
ｏ
ｍ
ｇ
ｇ
ｏ
適
○
旨
の
ご
冨
冨
．
二
局
．
館
．
菖
鱒
（
牙
。
い
ざ
戸
．
【
支
那
の
紳
話
的
「
画
韮
帝
」
と
Ｔ
ト
テ
ム
組
織
。

東
方
學
院
創
立
十
八
年
祭
川
教
授
畢
生
論
文
集
内
。
一
九
一
七
年
。
祁
蝿
斯
徳
．
】

４
の
Ｃ
Ｏ
ご
惇
○
寝
］
色
浄
写
ｄ
ぃ
８
穴
９
、
の
Ｑ
①
貝
①
一
、
望
剰
旨
呉
印
肘
８
国
⑦
一
ｍ
の
目
・
芦
】
国
口
昌
菖
①
旨
く
Ｏ
い
ｇ
声
①
．
固
」
一
）
匡
○
蔚
穴
四
《
い
『
○
一
〕
Ｃ
Ｑ
国
○
〕
］
〈
○
ｍ
ｍ
は
》

川
本
諦
醐
刺
現
在
畔
形
態
論
二
五
（
三
二
へ
九
）
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文
學
研
究
第
二
十
六
戦
二
六
含
二
七
○
）

ｚ
・
っ
．
冒
昌
号
。
い
庁
○
戸
．
邑
匡
函
．
【
極
東
家
族
史
に
開
す
る
壯
称
學
及
び
東
洋
學
。
「
自
山
鰐
西
脱
』
文
叩
弟
九
號
。
浦
蝋
斯
徳
。
一
九
二

一
年
。
〕

５
国
の
胃
梓
Ｎ
の
ぢ
ご
の
．
（
丙
甘
匡
府
室
曽
團
。
且
置
冒
。
愚
ぃ
胃
圏
冒
己
騨
冒
の
胴
。
く
。
い
ざ
富
）
．
、
旨
冒
吋
の
．
〔
白
人
と
黄
人
。
（
極
東
地
方

く

雌
新
史
研
究
へ
）
。
同
上
。
】

６
］
い
や
○
コ
晩
歸
芦
］
ヨ
杵
冷
○
一
〕
ロ
Ｑ
凹
昌
①
己
は
一
〕
○
ぬ
粋
昌
」
い
○
冒
冒
向
田
シ
。
固
い
味
①
蹴
心
の
巨
ぐ
ご
の
一
〕
①
い
ロ
〕
］
ぬ
境
○
蒜
粋
の
○
房
口
①
轡
】
巴
）
騨
冒
ご
騨
振
．
』
］
Ｐ
．
［
Ｎ
デ
ー
の
、
毎
」
餌
く
Ｃ
い
け
○
体
邑
○
狼
○

冒
冒
胃
の
目
Ｑ
ｏ
ｍ
且
目
い
茸
の
ロ
ロ
。
輯
。
ご
煙
』
》
鼎
ぐ
ｏ
ｍ
ｇ
ｇ
ｏ
婚
。
□
己
ぐ
閂
骨
の
菌
ゞ
８
日
患
‐
ｇ
ご
旨
．
一
豊
・
旨
且
身
。
い
ざ
丙
・
］
旨
］
・
【
天
照
大
川
が
天

山
御
戸
へ
雲
隆
に
就
て
の
日
本
川
話
と
太
陽
臓
法
。
國
立
極
東
大
學
東
洋
學
部
報
告
、
第
六
土
ハ
巻
弟
三
號
・
汕
噸
斯
徳
。
一
九
二
一
年
。
】

画
》
、
局
匿
①
秒
ロ
二
宮
○
吋
。
⑦
四
岸
ｍ
二
、
』
二
胃
］
〕
』
い
い
巨
一
〕
］
①
○
斤
閉
民
○
旨
］
鈴
｝
冑
の
己
ｏ
ご
】
庁
○
開
く
甘
の
弓
ぐ
Ｏ
崗
秒
胃
①
秒
Ｈ
こ
の
ユ
』
〕
一
〕
障
○
］
Ｃ
媚
酔
い
計
．
一
『
の
罠
の
写
、
⑦
四
』
、
秒
匡
ご
○
境
○
戸
猿
｝
〕

声
］
〕
○
三
胃
の
・
ぬ
⑦
○
ｍ
詐
彦
①
当
四
で
巴
〕
①
い
の
揖
四
口
頭
巨
四
函
の
四
〕
］
二
一
）
〕
媚
○
胃
口
頭
け
〕
８
行
ロ
⑦
Ｈ
Ｃ
Ｏ
厨
○
満
堂
］
の
己
○
ご
胃
の
三
昌
騨
ロ
胃
①
○
埼
］
色
で
Ｐ
二
⑦
い
の
弓
】
三
二
〕
○
胃
○
浪
筥

１

四
目
Ｑ
烏
｝
〕
の
。
①
〕
５
言
旨
国
営
ｇ
扇
尚
○
禺
匡
員
己
埆
向
耗
の
脚
誌
巨
境
の
、
巴
］
口
。
①
四
Ｑ
ご
胃
巨
Ｈ
の
毒
①
冒
騨
一
息
い
い
○
三
⑦
デ
‘
①
篇
）
『
粋
昇
①
【
①
い
宮
〕
】
ぬ
Ｑ
①
ロ
ニ
ｎ
画
○
回
い
〉
芝
｝
］
粋
、
｝
〕

申

●

《
ず
Ｈ
○
三
口
巨
昌
の
ｐ
ロ
①
一
く
］
』
輯
彦
詐
ゞ
○
］
】
叶
弓
①
○
国
堀
旨
扁
○
踊
旦
粋
閉
門
①
Ｈ
の
］
〕
庁
三
○
吋
ユ
い
い
、
芝
⑦
』
胃
四
ｍ
ｏ
自
己
再
巨
凶
程
い
い
ご
ｇ
【
○
』
一
畠
Ｃ
Ｈ
⑦
○
門
計
｝
］
①
］
料
七
色
二
①
ｍ
⑦
》

申
ａ

ｆ

Ｏ

写
く
彦
砕
、
声
色
Ｈ
①
一
〕
巨
肖
岸
○
口
げ
ず
〕
、
旨
国
司
詩
｝
】
○
胃
○
ぬ
］
・
罠
ご
ロ
白
岡
。
弓
閂
四
厨
Ｃ
声
甘
口
や
、
①
い
い
四
］
尹
司
』
戸
骨
ご
Ｈ
Ｏ
く
の
○
問
い
七
⑦
○
』
四
房
冒
烏
の
罠
①
、
庁
○
昌
胃
〕
庁
○
津
］
の
図
ロ
デ
ー
騨
昌
、
⑦
Ｑ

ｑ

ｍ
ｇ
Ｏ
』
肖
○
尉
岩
冨
冒
の
、
①
吾
①
』
冒
頭
昌
礫
Ｐ
目
Ｑ
ｃ
Ｐ
邑
○
昌
○
晦
肘
奇
・
烏
《
（
弓
篇
ご
闇
ご
ｎ
蔵
、
ミ
為
偽
ミ
爵
匡
．
局
①
一
〕
Ｈ
巨
胃
く
こ
瞳
》
忌
頭
①
認
１
象
）
．
の
一
国
〕
員
彦
且
）
．

１

卜

、
声
○
尾
戸
○
旨
ご
Ｃ
ｓ
一
員
粋
尉
韓
国
丘
具
冨
ぐ
ぃ
〕
巨
詐
倫
四
ご
己
酢
目
ｃ
‐
国
画
く
Ｃ
Ｑ
ｍ
宮
①
境
煙
ご
Ｃ
ａ
の
や
く
粋
巨
鼎
．
《
く
＄
言
房
冨
曽
］
歳
営
己
』
》
国
騨
〕
一
厘
罫
渡
．
〆
○

戸
ｊ
ｊ

Ｐ

－
｝
‐
十
・
汽
胃
一
〕
旨
．
【
工
場
擁
働
者
は
幾
許
働
い
て
撒
け
る
か
。
一
九
一
五
年
雑
誌
『
滿
洲
通
報
』
鋪
三
ｌ
凹
號
。
吟
爾
賓
。
】

８
汽
凹
六
部
甘
く
巨
庁
一
劃
浪
○
目
」
色
①
目
〕
①
枠
園
○
叩
、
四
戸
四
○
ウ
砕
冨
冨
匡
Ｑ
め
い
の
ご
昌
渓
も
圏
己
、
】
Ｏ
ｐ
Ｏ
く
ぃ
く
蟹
貝
．
《
ご
ゆ
め
言
〕
』
穴
シ
一
己
］
》
騨
巨
ロ
ー
》
圃
凹
］
つ
嘩
○
堀
．

巳

●
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嵐
。
．
”
‐
］
っ
．
瀦
胃
一
〕
旨
．
【
大
阪
か
ら
追
放
さ
れ
た
安
桁
居
住
秤
逹
は
如
何
に
生
肺
し
て
ゐ
る
か
。
一
九
二
五
年
雑
誌
『
減
洲
辿
択
』
錐
八
ｌ

■

一
○
號
。
吟
爾
筑
。
】

ｑ
”
〕
鱒
壱
・
コ
。
ぐ
・
］
壱
○
冒
。
‐
騨
言
の
風
冨
冒
吻
一
さ
ブ
ｄ
」
冒
の
、
写
ゞ
営
］
．
．
《
一
㎡
ぃ
昌
一
《
三
目
感
冒
ご
魁
］
（
｝
蹟
狗
．
ズ
（
）
。
‐
『
・
淫
胃
一
〕
旨
．
【
Ｈ
米
戦
争
に

巳

就
て
の
Ⅱ
本
人
。
一
九
二
五
年
雑
誌
『
滿
洲
汕
報
』
鋪
五
’
七
號
・
吟
爾
笂
。
】

ｊ

Ｏ

】
鼬
七
○
旨
の
）
、
○
」
画
も
Ｏ
ご
○
‐
凹
冒
①
』
‐
鼻
騨
己
、
扉
皇
呂
ｘ
ｃ
己
員
巨
○
）
弓
ｄ
』
目
⑦
、
一
渕
普
】
‐
］
〕
匙
①
《
ぐ
の
、
言
胃
冒
曽
〕
〕
陣
巨
昌
与
函
］
畠
靹
狗
．
ｚ
ｂ
”
‐
己
．

１

瞬
肖
ｇ
〕
．
【
Ｈ
米
陸
仙
に
就
て
の
日
本
人
。
一
九
一
元
年
雑
誌
『
沌
洲
通
糀
』
館
八
’
一
○
號
。
峻
叩
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